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【目的】 

 昨年からの 8020 公募研究の継続として、グループホーム入居高齢者を対象に口腔機能向上プログラムを 1

年間介入したときの口腔機能と認知度を調べた（目的Ⅰ）。さらに今回は、対象人数が多い老健施設において介

入群と対照群に層別して比較・検討した（目的Ⅱ）。 

【対象および方法】 

目的Ⅰの対象者は、鹿児島と神奈川の某グループホーム入所者で、1年間の口腔機能向上プログラムに参加し

た 37 名であり、目的Ⅱの対象者は、鹿児島と福岡の老健施設入所者で、6 カ月間の口腔機能向上プログラムに

参加した 36 名と対照群 35 名である。認知度の指標は、ＭＭＳＥ（Mini-Mental State Examination）を用い、

得点が10以上を対象者とした。 

方法として、初回に対象者の口腔健診および口腔機能検査を行い、その結果をヘルパーへの説明会でフィー

ドバックし、入所者には、検査結果に基づいたオーダーメードの口腔機能向上プログラムを提案し、実践した。

6カ月後と12カ月後に、初回と同様の口腔機能検査およびＭＭＳＥの評価を行った。 

【結果および考察】 

グループホーム入所者を対象に口腔機能向上プログラムを１年間介入した結果、鹿児島のグループホームで

は、ほぼ毎日プログラムを継続しており、口腔機能検査（咀嚼力判定ガム、ＲＳＳＴ、オーラルディアドコキ

ネシス）の多数の項目で改善が認められた。さらに、ＭＭＳＥは、低下がみられなかった。一方、神奈川のグ

ループホームでは、プログラムの毎日の継続は難しく、口腔機能検査（ＲＳＳＴ、オーラルディアドコキネシ

ス）の改善が認められたが、ＭＭＳＥは有意な減少を示した。以上の結果から、施設内の口腔機能向上プログ

ラムの実施状況が、口腔機能の改善やＭＭＳＥの変化の違いに影響したと推察された。また、ヘルパーからの

聞き取り調査の結果、閉じこもりや夜間の不穏の改善、帰宅願望行動の消失、日中意識レベルの向上等の認知

症の周辺症状の軽減が報告された。また、食事動作の自立、ムセの減少、排泄の自立、歩行機能の向上、発熱

の減少等の身体的な機能の向上も報告された。これらの結果から、口腔機能向上プログラムの実施が、口腔機

能の向上、認知機能の低下抑制・改善につながり、介護力の低減につながる可能性が示唆された。 

さらに、老健施設において、口腔機能向上プログラムを介入群と対照群に分けて、比較検討した結果、施設

により、介入群、対照群の改善の見られた項目の種類や数は異なった。施設Ａでは、プログラムの毎日の継続

は難しく、介入群で頬の膨らましと、咀嚼力判定ガムの 2 項目で、対照群でも 1 項目で改善が認められたが、

両群ともにＭＭＳＥの改善および低下は認められなかった。施設Ｂでは、プログラムを毎日継続しており、介

入群で唾液湿潤度、「ka音」回数の2項目で改善が認められ、対照群でも1項目で改善が認められた。介入群で

はＭＭＳＥの有意な改善が認められた。このことから、口腔機能向上プログラムの実施・継続が、口腔機能の

維持、改善のみならず、認知機能の低下抑制、改善にも貢献できる可能性が示唆された。また、同じ施設内で

介入群と対照群を層別した場合、対照群にも多少の介入の影響がある可能性が示唆された。今後は、類似した

施設において、介入施設と対照施設での比較検討が望ましいと考えられた。さらに、急速に増加する高齢者の

認知症を効果・効率的に予防する観点からは、対象者をＭＭＳＥ10 以上の被験者以外に、自立高齢者や軽度認

知機能障害（ＭＣＩ）を対象として本プログラムの有用性を検討することも課題となった。 
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